○　障害者保健福祉推進事業（障害者自立支援調査研究プロジェクト）
	都道府県名、市町村名又は特例民法法人等名

	財団法人たんぽぽの家


１．事業実施計画書
	①事業名
	異分野コラボレーションによる障害者アートの市場開拓に関する調査研究

	③事業実施予定期間
	平成21年4月1日　から　平成22年3月31日　まで

	④事業の具体的内容
	（１）検討委員会の開催

ソーシャルビジネス、社会的企業、アートマネジメント等に関する専門家を招き、障害者アートの異分野とのコラボレーションの可能性に関する検討委員会を実施する。

（２）調査

アート分野で行われている複製画やレンタル事業、プロダクトデザインへの展開、マルチメディア化などの実態や課題、可能性について明らかにする。また、障害者アートを異分野へとつなぐうえでの課題や可能性についても明らかにする。

（３）試行事業の実施

①アートレンタル事業〈プライベート美術館〉

障害者アート作品の複製画を、店舗や事業所、公共空間等で展示する試み。従来、アートと接点のなかった人々への親近感やイメージを高めたり、新たな流通・取引形態の可能性を検討する。

②テキスタイル製品の開発

インテリアやファッション等で用いられる布製品に障害者アートをデザインとして使用することを検討し、新たな応用分野を探る。

③映像コンテンツの制作

障害者アートや障害のある人の表現活動をより魅力的に伝えるための映像を制作し、ＤＶＤやウェブサイト等の媒体を通して普及する。

④絵本の制作

障害者アートを詩とコラボレーションさせ、絵本へと展開させることで、子ども等、より幅広い鑑賞者をつくる可能性を探る。
（４）成果の普及

本事業の成果をふまえたウェブサイトを制作し、広く普及することをめざす。

	⑤事業の効果及び活用方法
	○事業の効果

・本事業を通して、いろいろな分野、異なったものと関わることで、障害者アートにどのような可能性があるかを提案することができる。

・一面的ではない、障害者アートの豊かさを伝えることができる。

○活用方法

本事業で得られるアイデアやノウハウを報告書やＤＶＤにまとめ頒布、またウェブサイトを通じて広く普及する。



（別添）

調査事業計画書
	調査名
	異分野コラボレーションによる障害者アートの市場開拓に関する調査研究

	調

査

対

象
	調査対象地区
	関東、関西


	
	調査対象者等
	アーティスト、アートＮＰＯ関係者、プロデューサー、デザイン関係者、福祉関係者、研究者等

	
	悉皆・抽出の別
	（悉皆・抽出）

試行事業に関わった団体や個人、また先駆的な活動を行っている事例。

	
	調査方法
	（聞き取り、郵送等の方法を具体的に記入）

ヒアリング調査、および資料によって情報を収集する。

	
	調査客体数
	20～30の個人および団体


	調査内容
	（主要調査事項及び内容）

すでにアート分野で行われている複製画制作やレンタル事業、デザインへの展開と流通、マルチメディア化等の実態や課題、試行事業の課題や成果を調査する。また、試行事業の課題や成果については、研究者等へ評価を依頼する。


	調査時期
	2009年6月～2010年2月


	調査結果の活用法
	ウェブサイトや報告書等により、広く公開する。


	その他参考事項
	

















